様式第1号（第8条関係）
令和　　年　　月　　日

大田市長　様
（申請者）
所在地：　　　　　　　　　
法人・団体名：　　　　　　　　　
代表者職・氏名：
担当者・連絡先：　　　　　　　　　

石見銀山世界遺産登録20周年・発見500年記念観光事業補助金交付申請書

　標記補助金の交付を受けたいので、石見銀山世界遺産登録20周年・発見500年記念観光事業補助金交付要綱第8条第1項の規定により、関係書類を添えて申請します 。

記

１. 事業名称
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２. 申請区分（主たる内容に基づきいずれかを選択） 
□ 体験コンテンツ造成型　　　　□ 誘客・広報推進型


３.補助金交付申請額　　　（金　　　　　　　　　円）
※補助対象経費が50万円以上の事業が対象となります。


４.添付書類
　（1）事業計画書（別紙1）
　（2）収支予算書（別紙2）
　（3）その他市長が必要と認める書類









事業計画書（別紙１）
１.事業内容等（必須項目）
	①事業の目的
	

	②実施期間
	年　月　日　～　年　月　日

	③事業内容の詳細及び実施体制(連携団体・連携事業者等)
	



２.実施スケジュール
	取組項目
	（　　令和8　　）年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※任意様式提出可
３.共通要件への適合性（必須項目）※本補助金の採択に最低限必要な要件です
	①誘客・消費拡大
	本市への誘客促進や地域内消費の拡大にどう繋がるか（例：宿泊プラン連動など）を記入してください。

	

	②価値・魅力発信
	ストーリーの活用や情報発信の質の向上など、魅力を伝える工夫について記入してください。

	

	③効果検証・意欲
	事業効果をどう把握し、次年度以降の改善にどう活かすかを記入してください。

	

	④他制度との重複
	他補助金等の活用がある場合、経費が重複しないことの明記とその役割分担を記入してください。

	

	⑤非ハード整備
	施設の新築や大規模改修が主目的でないことの確認です。括弧内に（☑）を記入してください。

	主目的がハード整備でない
	チェック欄（☑）

	
	（　　　）


３-１.加点要素（任意記入）
※該当する場合に記入してください。審査においてプラスに考慮されます
	①広域的な連携・複数事業者との連携
	複数エリア（大森、温泉津、仁摩・三瓶等）や複数事業者での連携体制について記入してください。

	（

	②モデル性・波及効果（横展開の可能性）
	新しい観光モデルとなり得るか、また他地域での展開の可能性について記入してください。

	

	③次世代人材の育成
	地元の若手・子供の参画などによる次世代人材の育成の展望について記入してください。

	

	④将来への継続性
	補助終了後の事業継続性について、その展望を記入してください。

	



収支予算書（別紙２）
１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、税抜き）
	区　分
	金　額
	積算根拠（数量、単価等）

	補助金
	円
	

	売上
	円
	

	自己資金
	円
	

	合計
	円
	



２）支出の部　（補助対象経費）　　　　　　　　　　　　　（単位：円、税抜き）
	区　分
	金　額
	積算根拠（数量、単価等）

	謝金及び費用弁償
	円
	

	旅費
	円
	

	委託料
	円
	

	材料費及び消耗品費
	円
	

	備品購入費
	円
	

	使用料及び賃借料
	円
	

	印刷製本費
	円
	

	通信運搬費
	円
	

	広告料
	円
	

	保険料
	円
	

	その他（　　　　）
	円
	

	合計
	円
	（ア）



３）支出の部（補助対象外経費）　　　　　　　　　　　　　（単位：円、税抜き）
	区　分
	金　額
	積算根拠（数量、単価等）

	例：謝金、旅費等
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	合計
	円
	



４）補助金算出方法（要領第3条関係）　　　　　　　　　　　　（単位：円、税抜き）
	①
	支出合計額（50万円以上が対象）
	円
	（ア）

	②
	50万円までの部分（定額）
	500,000円
	

	③
	50万円を超える額（①－50万）
	円
	

	④
	補助金額（② ＋ ③×4/5）（上限200万円）
	円
	



